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一般財団法人
國學院大學院友会

会長𠮷田 茂穗
（よしだ・しげほ／73政・74
  神専攻／鶴岡八幡宮宮司）
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人と人が守るもの　
　

副会長 今井　亮
（67政）
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本
　
　

会140
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副会長 佐藤 美穗
（74文）
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社会を動かす
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社会を動かす
　
　

　
　

社会を動かす
　
　大学へ　　大学へ

　
　

　
　大学へ
　
　

副会長 石川 則夫
（89文・95博文前・98博後文）

私も院友です　
　

私も院友です　
　

　
　

私も院友です　
　

　
　

私も院友です　
　

　
　
私も院友です　
　

常務理事 坂本 眞佐人
（81経）

いまい りょうさとう みほ

いしかわ のりおさかもと まさひと

　予てより院友の皆さまから寄せられる「学校法人國學院
大學や國學院大學の学生へのご支援・ご寄付」、「各部会へ
のご寄付」などにつきまして、今後は院友会を介さず、直接
大学へご納入ください、とのお願いがきております。
　従来のように院友会の振込用紙にて、院友会の会費と
いっしょに國學院大學への修学支援や各部会へのご寄付
をご送金いただきましても、今後は大学へのお取次ぎが出
来ません。直接國學院大學へご送金をお願いいたします。
※「國學院大學」への寄付は國學院大學ホームページの
寄付をご覧ください。

―会費・寄付金の振込に関して―
院友の皆さまにはいつも本会の
会費・寄付金などご納入をいただき、
ありがとうございます。
令和4年1月から「ゆうちょ銀行」

では、窓口・ＡＴＭでの現金でのご送
金には、別途「現金加算料金」が１１０
円発生いたします。
本会へ会費等のご納入も、現金の
場合、１１０円が発生いたします。す。すこの対

応について検討してほしいというご意
見もいただいておりますが、ご了承
くださいますようお願いいたします。
※なお、「ゆうちょ銀行口座」をお持ち
の方は、口座からご送金いただくと、
現金加算料金のご負担はございませ
ん。その場合は、必ず「お名前・10桁
の個人番号・連絡先の電話番号」を
ご入力ください。

國學院大學・各部会等への
寄付金の取り扱いについて

𠮷田　茂穗
今井　　亮
佐藤　美穗
石川　則夫
坂本眞佐人

73政・74神専攻
67政
74文
89文・95博前文・98博後文
81経

秦　　信行
吉田　源彦
塙　　東男
近藤　正臣
松山　文彦

中山　高嶺
岡田　幹雄
加藤　元茂
黒田　眞子

利根　康教
大平　　実

推
73神
75神
76文
76神
 専攻

77神
78史
80経
80法・
82修法
80神
81法

大村　秀司
田辺三千代
秋元　善行
古屋　真弘
大野　靖仁
清水　祥彦
湯谷　昌生

木下　龍輝
中村　大介
冨田　尚敬

81法
82文
86法
88神
90神
91神
95経

99神
99経
109経・
111博前経

國學院大學経済学部名誉教授
北海道神宮名誉宮司
笠間稲荷神社宮司
湘南医療大学非常勤講師
東京大神宮宮司

三峯神社宮司

黒田法律事務所

寒川神社宮司

学校法人國學院大學常務理事
邦楽家 小唄若宮派家元
弁護士 三和法律特許事務所
淺間神社宮司
学校法人國學院大學法人参事
神田神社宮司
専門学校日本ホテルスクール理事・
事務局長
明治神宮権宮司
國學院大學総務部長
冨田社会保険労務士事務所

新井さきほ

杉山　 夫

外山　勝志
蛯原　　弘
岡崎　正継

58女教・
62文
60旧文2・
62修文・
66博文
64宗
66政
69文・
71修文
74博文

安蘇谷正彦

坂口　𠮷一
佐栁　正三
赤井　益久

71神・
73修神
78博神
74政
76法
88博前文・
91博後文

明治神宮名誉宮司
　　　　　　　　　　　
國學院大學文学部名誉教授

國學院大學神道文化学部
名誉教授

学校法人國學院大學常任顧問
学校法人國學院大學理事長
学校法人國學院大學顧問・
國學院大學文学部名誉教授

船田　君子
河原崎　弘
宇井　克彦
玉井　浩二

67文
73政
74政
74政

弁護士　河原崎法律事務所

学校法人國學院大學監事

小林　英夫
角川　賢二
寺澤　　悠

推
79法
83修経

学校法人國學院大學監事

税理士　寺澤会計事務所

会　長
副会長

常務理事

鶴岡八幡宮宮司
㈱バルテック取締役
國學院大學客員教授
國學院大學副学長 ・國學院大學文学部教授

一般財団法人 國學院大學院友会  役員名簿

顧問・参与名簿

任期 令和4年6月24日から選任後2年以内に終了する事業年度のうち令和4年6月24日から選任後2年以内に終了する事業年度のうち
最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

理　事

監　事

顧　問
任期 令和4年6月24日から令和6年の定時議員会終結の時まで令和4年6月24日から令和6年の定時議員会終結の時まで

参　与

発行：（一財）國學院大學院友会
https://www.kokugakuin.or.jp
E-mail: inyuukai@kokugakuin.or.jp
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そのご案内を兼ねて、という今年度の計画で
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　令
和
三
年
度
も
、
事
業
の

縮
小
や
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。し
か

し
、
一
部
の
支
部
で
は
開
催

方
法
を
十
分
に
検
討
し
な
が

ら
、
工
夫
し
て
公
益
事
業
や

支
部
総
会
を
開
催
す
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。

【
育
成
事
業
（
國
學
院
大
學

学
生
等
支
援
）】

　学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
制
度
、
教
職
を
目
指
す
学

生
の
支
援
、キ
ャ
リ
ア
講
座
・

就
職
支
援
活
動
へ
の
協
力
、

院
友
会
長
賞
制
度
、
会
館
の

施
設
の
貸
与
又
は
経
費
の
補

助
、
國
學
院
大
學
が
行
っ
た

高
校
生
対
象
の
文
化
事
業
へ

の
支
援
を
行
っ
た
。

【
講
座
講
演
会
事
業
】

　長
野
県
支
部
主
管
の
公

開
講
演
会
、儀
礼
文
化
学
会

と
の
共
催
の
生
活
芸
術
講

座
（
一
回
）
の
実
施
に
止
ま

っ
た
。

【
特
定
寄
付
事
業
】

　学
生
・
生
徒
等
へ
の
奨
学

基
金
と
し
て
百
万
円
の
寄
付

等
を
行
っ
た
。

【
同
窓
会
事
業
】

　支
部
長
会
議
を
書
面
開
催

で
、
院
友
会
報
は
紙
面
を
縮

小
し
て
三
回
発
行
、
対
面
開

催
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
支
部

総
会
も
開
催
さ
れ
た
。
対
面

開
催
を
自
粛
し
た
支
部
で

も
、
書
面
決
議
を
取
り
入
れ

る
等
会
員
と
の
繋
が
り
を

維
持
す
る
た
め
の
工
夫
が

見
ら
れ
た
。
院
友
大
会
、
新

年
院
友
交
歓
会
の
開
催
は

見
送
っ
た
。

【
収
益
事
業
】

　コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
大
幅
な

減
収
と
な
っ
た
が
、
利
用
者
に

安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
環
境
の
整
備
に
努
め
た
。

【
法
人
事
業
】

　定
款
に
基
づ
く
評
議
員

会
・
理
事
会
を
開
催
し
た
が
、

定
時
評
議
員
会
と
理
事
会
の

一
回
は
決
議
の
省
略
に
よ
る

も
の
と
な
っ
た
。法
律
に
基

づ
く
前
事
業
年
度
の
公
益
目

的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

も
、
修
正
等
も
無
く
完
了
と

な
っ
た
。

　令
和
四
年
度
も
、
前
事
業

年
度
同
様
慎
重
な
法
人
の
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、主
な
計
画
を
紹
介
す
る
。

【
育
成
事
業
】

　学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
制
度
、
教
職
を
目
指
す
学

生
の
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
講

座
・
就
職
支
援
活
動
へ
の
協

力
、
日
本
の
伝
統
文
化
体
験

支
援
、
院
友
会
長
賞
制
度
、

　令
和
三
年
度
の
決
算
は
、

定
款
及
び
法
律
に
基
づ
き
理

事
会
と
評
議
員
会
で
承
認
さ

れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い

社
会
情
勢
で
し
た
が
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
貸
借
対
照
表
】

　資
産
合
計
は
六
〇
〇
，
三

一
四
，〇
七
四
円（
前
年
度
比

一
七
，〇
九
二
，
七
六
七
円

増
）、
負
債
合
計
は
二
四
三
，

九
九
五
，七
九
四
円（
前
年
度

比
一
三
，九
一
二
，一
四
三
円

増
）、
正
味
財
産
は
三
五
六
，

三
一
八
，
二
八
〇
円（
前
年

度
比
三
，一
八
〇
，六
二
四
円

増
）と
な
っ
て
い
る
。

【
正
味
財
産
増
減
計
算
書
】

　経
常
収
益
合
計
は
一
一

二
，
九
九
一
，
三
六
三
円

（
前
年
度
比
九
，
二
七
二
，

八
三
九
円
増
）
、
経
常
費
用

合
計
は
一
一
一
，
六
九
〇
，

七
八
四
円
（
前
年
度
比
三
，

九
八
七
，
九
二
三
円
減
）
、

当
期
経
常
増
減
額
は
一
，
三

〇
〇
，
五
七
九
円
（
前
年
度

比
一
三
，
二
六
〇
，
七
六
二

円
増
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
令
和
四
年
度
へ
の

先
送
り
実
施
分
も
含
ま
れ

て
い
る
。

※

令
和
三
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
四
年

度
事
業
計
画
・
予
算
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
三
年
度  
事
業
報
告（
概
要
）

令
和
三
年
度  

決
算（
概
要
）

令
和
四
年
度  

事
業
計
画（
概
要
）

令
和
四
年
度  

予
算（
概
要
）
九
七
，〇
〇
〇
円
、
当
期
経

常
増
減
額
は
マ
イ
ナ
ス
一

九
，七
九
五
，〇
〇
〇
円（
前

年
度
比
一
九
，一
二
四
，
〇

〇
〇
円
減
）
で
あ
る
。
期
末

の
正
味
財
産
残
高
は
三
三

四
，〇
七
三
，六
五
六
円（
前

年
度
比
一
九
，
七
九
四
，
〇

〇
〇
円
減
）
を
想
定
し
て

い
る
。

　当
期
経
常
増
減
額
が
、
マ

イ
ナ
ス
一
九
，七
九
五
，〇
〇

〇
円
に
な
っ
て
お
り
、
非
常

に
厳
し
い
運
営
を
想
定
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　経
常
収
益
合
計
は
一
一

五
，〇
〇
二
，〇
〇
〇
円
、
経

常
費
用
合
計
は
一
三
四
，
七

　
叙
勲
、
当
選
等
の
ご
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
令
和
四
年
三
月
以
降
か
ら
の

掲
載
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

◆
叙
勲

☆
旭
日
中
綬
章
（
令
和
４
年
春
）

山
本
東
次
郎
氏
（
や
ま
も
と
・

と
う
じ
ろ
う
／
69
文
）

☆
瑞
宝
小
綬
章
（
令
和
４
年
３
月
）

平
松
浩
二
氏
（
ひ
ら
ま
つ
・
こ

う
じ
／
65
文
）

☆
瑞
宝
小
綬
章
（
令
和
３
年
９
月
）

河
原
義
朗
氏
（
か
わ
は
ら
・
よ

し
ろ
う
／
64
史
）

☆
瑞
宝
双
光
章
（
令
和
３
年
秋
）

佐
藤
純
氏
（
さ
と
う
・
じ
ゅ
ん

／
77
史
）

◆
受
賞

☆
斎
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞

岡
野
弘
彦
氏
（
お
か
の
・
ひ
ろ

ひ
こ
／
56
学
部
／
國
學
院
大
學

名
誉
教
授
）

☆
第
46
回
野
口
賞

田
代
孝
氏
（
た
し
ろ
・
た
か
し

／
73
史
）

◆
表
彰

☆
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

（
令
和
４
年
３
月
）

永
田
晃
平
氏
（
な
が
た
・
こ
う

へ
い
／
123
日
文
）

☆
第
104
回
全
国
高
等
学
校

　野
球
選
手
権
記
念
大
会

　・
育
成
功
労
賞

前
田
豊
氏
（
ま
え
だ
・
ゆ
た
か

／
86
史
）

持
丸
修
一
氏
（
も
ち
ま
る
・
し

ゅ
う
い
ち
／
79
経
）

百
﨑
敏
克
氏
（
も
も
さ
き
・
と

し
か
つ
／
88
文
）

◆
当
選

☆
参
議
院
議
員
（
令
和
４
年
７
月
）

永
井
学
氏
（
な
が
い
・
ま
な
ぶ

／
105
法
）

◆
宮
司
就
任

☆
久
能
山
東
照
宮
（
静
岡
市
）

姫
岡
恭
彦
氏
（
ひ
め
お
か
・
や

す
ひ
こ
／
88
神
２
）

☆
上
川
神
社
（
旭
川
市
）

角
田
秀
昭
氏
（
か
く
た
・
ひ
で

あ
き
／
88
神
２
）

☆
若
狭
彦
神
社
（
小
浜
市
）

梶
道
嗣
氏
（
か
じ
・
み
ち
つ
ぐ

／
92
神
２
）

※

院
友
の
褒
章
・
叙
勲
等
に
つ
い
て

本
部
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　電
話
〇
三

─

五
四
六
六

─

〇
一
一
一

（
代
表
）

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　電
話
〇
三

─

五
四
六
六

─

〇
一
一
一

（
代
表
）

理

事

長

常
務
理
事

理

事

同同同同同同同同同同同同同監

事

同同法
人
事
務
局
長

佐
栁

　正
三

大
村

　秀
司

石
川

　則
夫

今
井

　寛
人

植
村

　勝
慶

尾
近

　裕
幸

川
福

　基
之

木
村

　知
躬

千
家

　尊
祐

武
智

　浩
二

津
田

　
　栄

中
島
精
太
郎

中
村

　
　陽

橋
本
憲
市
郎

針
本

　正
行

𠮷
田

　茂
穗

稲
葉

　久
雄

小
林

　英
夫

玉
井

　浩
二

城
所

　俊
哉

学

長

副

学

長

副

学

長

副

学

長

文
学
部
長

経
済
学
部
長

法
学
部
長

神
道
文
化

学

部

長

人
間
開
発

学

部

長

観
光
ま
ち
づ
く
り

学

部

長

研
究
開
発
推
進

機

構

長

教
育
開
発
推
進

機

構

長

大
学
院
委
員
長

大
学
事
務
局
長

針
本

　正
行

石
川

　則
夫

植
村

　勝
慶

成
田

　信
子

矢
部
健
太
郎

星
野

　広
和

一
木

　孝
之

西
岡

　和
彦

成
田

　信
子

西
村

　幸
夫

笹
生

　
　衛

石
川

　則
夫

佐
藤

　長
門

武
智

　浩
二

会
館
の
施
設
の
貸
与
又
は
経

費
の
補
助
、
國
學
院
大
學
が

行
う
高
校
生
対
象
の
文
化
事

業
へ
の
支
援
を
行
う
。

【
講
座
講
演
会
事
業
】

　風
土
記
を
読
む
講
座
、
院

友
学
術
振
興
会
と
の
共
催
に

よ
る
公
開
講
座
『
國
學
院
の

古
典
』
、
統
一
テ
ー
マ
で
行

う
公
益
事
業
、
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
等
の
再
開
に
向
け
て

取
り
組
む
。

【
特
定
寄
付
事
業
】

　國
學
院
大
學
創
立
百
四
十

周
年
へ
の
寄
付
を
行
う
。

【
同
窓
会
事
業
】

　支
部
長
会
議
・
院
友
大

会
・
新
年
院
友
交
歓
会
・
支

部
総
会
等
の
再
開
に
向
け
て

準
備
を
行
う
。

【
収
益
事
業
】

　利
用
者
に
安
心
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
維

持
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
後
の

学
生
生
活
・
社
会
活
動
再

開
へ
の
寄
与
を
主
眼
に
、

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
。

【
法
人
事
業
】

　顧
問
・
参
与
・
理
事
・
監

事
の
改
選
手
続
き
、
定
款
に

基
づ
く
評
議
員
会
、
理
事
会

を
開
催
す
る
。

う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご

Ⅰ資産の部
１.流動資産合計
２.固定資産合計　　
　　　　     資産合計
Ⅱ負債の部
１.流動負債合計
２.固定負債合計　　
　　　　      負債合計
Ⅲ正味財産の部
１.指定正味財産合計
２.一般正味財産合計
　　　　正味財産合計
負債及び正味財産合計

58,028,993
542,285,081
600,314,074

58,139,094
185,856,700
243,995,794

10,717,245
345,601,035
356,318,280
600,314,074

43,905,710
539,315,597
583,221,307

50,128,751
179,954,900
230,083,651

8,837,200
344,300,456
353,137,656
583,221,307

14,123,283
2,969,484
17,092,767

8,010,343
5,901,800
13,912,143

1,880,045
1,300,579
3,180,624
17,092,767

Ⅰ一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
　経常収益合計
　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
　　　当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
　一般正味財産期首残高
　一般正味財産期末残高
Ⅱ指定正味財産増減の部
　指定正味財産収益合計
一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
　指定正味財産期首残高
　指定正味財産期末残高
Ⅲ正味財産期末残高

112,991,363
111,690,784
1,300,579

0
1,300,579

344,300,456
345,601,035

4,680,066
2,800,021
1,880,045
8,837,200
10,717,245
356,318,280

103,718,524
115,678,707
△ 11,960,183

0
△ 11,960,183
356,260,639
344,300,456

2,607,144
3,100,131
△ 492,987
9,330,187
8,837,200

353,137,656

9,272,839
△ 3,987,923
13,260,762

0
13,260,762

△ 11,960,183
1,300,579

2,072,922
△ 300,110
2,373,032
△ 492,987
1,880,045
3,180,624

令和4年3月31日現在／単位：円

増減欄の△は前年度比減を表す

科　目 令和３年度
決算額

令和２年度
決算額 増　減

科　目 令和３年度
決算額

令和２年度
決算額 増　減

①貸借対照表（総括表）

令和4年3月31日現在／単位：円②正味財産増減計算書（総括表）    

Ⅰ一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
　経常収益合計
　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
　　　当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
　一般正味財産期首残高
　一般正味財産期末残高
Ⅱ指定正味財産増減の部
　指定正味財産収益合計
一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
　指定正味財産期首残高
　指定正味財産期末残高
Ⅲ正味財産期末残高

115,002,000
134,797,000
△ 19,795,000

0
△ 19,795,000
343,629,456
323,834,456

2,801,000
2,800,000

1,000
10,238,200
10,239,200
334,073,656

112,502,000
113,173,000
△ 671,000

0
△ 671,000
344,300,456
343,629,456

4,201,000
2,800,000
1,401,000
8,837,200
10,238,200
353,867,656

2,500,000
21,624,000

△ 19,124,000

0
△ 19,124,000
△ 671,000

△ 19,795,000

△ 1,400,000
0

△ 1,400,000
1,401,000

1,000
△ 19,794,000

増減欄の△は前年度比減を表す

科　目 令和４年度
予算額

令和3年度第2次
補正予算額 増　減

令和4年4月1日から令和5年3月31日まで／単位：円正味財産増減計算書ベース（総括表）    

【令和3年度決算書】

【令和4年度予算書】

長野県で行われた公益事業の様子

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

令和4年度 生活芸術講座のご案内
【こころの文化-神道】『大祓詞』を読む 
日　程 ： 令和4年10月9日（日）14：00～16：00
会　場 ： 國學院大學 院友会館
講　師 ： 西岡和彦先生
　　　　【國學院大學神道文化学部長・教授】
受講料 ： 2,600円（税込）
　　　 　「國學院大學学生／大学院生 1,300 円（税込）」
定　員 ： 20名（予定／本会窓口分）

令和4年度「風土記を読む（第5期）」講座 
 再開のご案内

➣講　師 谷口雅博先生（國學院大學教授）
➣開催日　

➣時　間　13：30～15：00
➣会　場　國學院大學院友会館
➣受講料 新規受講：8,250円／前期からの継続受講：7,425円

※受講料は消費税込。本会メンバーカード提示の方は 
継続受講料適用。國學院大學学生・大学院生は割引あり。

➣申込方法 國學院大學院友会宛、氏名・住所・電話番号を
ご記入の上、電話・ファックス・メールで
お申し込みください。

電話 03-3400-7781／ ファックス 03-3400-7996
メールアドレス  inyuukai@kokugakuin.or.jp
講座は状況により開催形式等が変更になる場合もあります。

今期も、「出雲國風土記」を読み解きます。新型コロナ
ウイルスの感染症の影響で、約2年半振りの開催です。

令和 4年 11月 8日（火）／ 12月 6日（火）／
令和 5年 1月 17日（火）／ 2月 7日（火）／
 3 月 7日（火）　全 5回

【お申込み方法】
電話・Eメールまたは、はがきに氏名・住所・電話番号を

ご記入の上お送りください。 折り返し、受講票、振込用紙を
送付いたします。

【お問合せ先】
國學院大學院友会　〒150-0011　東京都渋谷区東 4-12-8
TEL：03-3400-7781 ／ FAX：03-3400-7996
E-mail：inyuukai@kokugakuin.or.jp

オンライン公開講座『芸術の秋スペシャル企画
－美と知の贈りもの』のお知らせ

　この度、コーディネーターの藤澤紫教授ほか國學院大學文学部の６人の
教員がナビゲートする、芸術の秋を堪能するオンライン講座を開講いたし
ます。浮世絵や江戸文学、武将の美意識、中国の画論
や西洋美術の名品など幅広い分野を扱います。
　Zoomオンデマンド（録画）配信による講座で、期間内
に何時でも、どこでも、何回でもご受講いただけます。
　講座の詳細につきましては國學院大學HPをご覧
ください。皆さまのお申込みをお待ちしております。
（お申し込み締め切り日：9月30日）
【お問合わせ先】
 國學院大學エクステンションセンター
 〒150-8440  東京都渋谷区東4-10-28
℡ 03-5466-0270
E-mail  jigyou@kokugakuin.ac.jp

『楊洲周延画 「幻燈写心竸 洋行」
 明治23（1890）年 國學院大學博物館』

【QRコード】
國學院大學HPイベントページ

院友経済会ビジネス塾  主催

事例でわかる中小企業のM&A
～経営者はM&Aを活用して 　　　　
　   　　どのように会社を変えていくか？～

　院友経済会ビジネス塾では10月8日（土）13～15時ハイブリッド形式
で講演会を開催します。
　講師には株式会社ストライク代表取締役社長の荒井邦彦氏をお招き
してご講演いただきます。「M&A」の現場に長く身を置かれる荒井氏の
講演を是非、多くの皆さまにお届け出来ればと思います。
　院友の皆さまであればどなたでもご参加頂けます。
お気軽にお申し込みください。

詳細につきましては随時HPにて
お知らせをさせていただきます。

QRコードを読み取りください

⇒院友経済会ビジネス塾HP

荒井邦彦氏

初秋号 令和４年９月 10 日（土）　No.381 2



■ 会費等入金累計表 ■

年 度 会 費

十 年 会 費

維 持 寄 付 金
学術・スポーツ
振興資金

288,000 

140,000 

520,580 

630,880

96 

7 

4 

20 

1,629,000 

2,120,000 

902,580 

1,021,000

543 

106 

84 

117

1,917,000 

2,260,000 

1,423,160 

1,651,880

639 

113 

88 

137

R4・2/1～R4・3/31

金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数

R4・4/1～R4・4/30 合　計

保
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す
い
・
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し
＝
元
本
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議
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／
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文
）
三
月
十
日
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去
。
喪
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円
様
（
ご
子
息
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夏
井
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く
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お
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／
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／
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三
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子
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上
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人
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（
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・
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で
と
＝
本
会
福
島
県

浜
通
り
支
部
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員
／
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神
）

四
月
十
四
日
逝
去
。
喪
主
は

マ
サ
子
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（
ご
令
室
）。

沼
部
　春
友
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ぬ
ま
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は
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と
も
＝
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教
授

／
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子
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里
見
　実
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（
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と
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・
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の
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＝
母
校
名
誉
教
授
／

推
）
五
月
九
日
逝
去
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◆
謹
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で
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を
お
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申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
生
前
の
本
会
へ
の
ご
尽
力

に
感
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申
し
上
げ
ま
す
。
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宮

　久
夫

金
光

　精
一

58691067982推推5860646767697172727273737374747474767676767778787878787979808282828383

木
村

　雄
一

竹
田

　洋
子

平
野

　充
彦

前
島

　
　正

九

　
　家
隆

丹
治

　正
博

川
島

　昭
光

花
光

　
　亮

川
成

　豊
美

小
泉

　広
幸

神
田

　
　肇

関

　
　昭
裕

金
剛
丸
静
子

堀
江

　久
教

西
川

　充
彦

原

　
　清
治

及
川

　明
朗

丸
山

　聡
一

浅
野

　春
二

宇
梶

　良
昭

葛
原

　秀
史

鈴
木

　康
寛

中
島

　昌
秋

阿
久
澤
貴
志

櫻
井
康
一
朗

橋
本
慎
一
郎

和
智

　恵
一

田
窪

　大
朗

姉
川

　光
国

大
久
保
千
鋭

坂
上

　眞
弥

深
谷

　計
史

脇
阪

　
　央

谷
山

　文
哉

脇
阪

　一
代

板
井

　寛
幸

青
木

　澄
人

井
上

　伸
大

大
西

　良
範

村
山

　陽
子

矢
田

　純
行

匿

　
　
　名

84848486878788888989898990909292939394959899991021021041041131151151151151151171171191201251281298983

大
島

　文
弘

岡
田

　幹
雄

門
脇

　道
夫

刑
部

　孝
一

平
田

　清
士

青
山

　賢
治

猪
股

　昭
治

宇
佐

　繁
子

影
山

　幹
男

神
保

　和
憲

馬
藤

　克
己

加
藤

　
　繁

匿

　
　
　名

丹
治

　正
博

花
光

　
　亮

加
藤

　行
男

川
成

　豊
美

小
泉

　広
幸

藤
田

　一
隆

加
藤
奈
保
樹

竹
村

　
　勉

豊
島

　
　真

西
川

　充
彦

原

　
　清
治

土
生

　直
子

温
井

　正
司

葛
原

　秀
史

中
島

　昌
秋

78787878788080808080808187878889898989919292929294979899

松
本

　
　淳

和
智

　恵
一

田
村

　
　博

坂
上

　眞
弥

深
谷

　計
史

板
井

　寛
幸

古
瀬

　智
彦

阿
部

　尚
子

中
西

　
　涼

青
木
貴
美
江

星
加

　紗
奈

　
　

姜

　
　侑
亜

　
　
　

匿

　
　
　名

　
　
　

岩
崎

　安
宏

瀧
澤

　征
男

田
中

　英
基

上
甲

　一
則

渡
辺

　敏
明

三
好

　清
隆

重
富

　栄
樹

林

　
　祐
二

　
　

大
貫

　洋
子

1001041071151151191191201231241281126768767679808510311373

山
口

　正
憲

中
村

　福
彦

小
島

　誠
人

明
城

　正
子

村
野

　
　薫

須
田

　憲
一

橘

　
　昭
男

幸
田

　博
人

田
辺
三
千
代

鳥
塚

　
　修

小
野

　和
敏

佐
々
木
恵
子

九

　
　家
隆

川
島

　昭
光

井
上

　容
枝

金
剛
丸
静
子

丸
山

　聡
一

西
川

　美
保

山
本

　
　永

山
本

　聖
子

内
藤

　
　健

石
川

　智
久

鈴
木

　康
寛

橋
本
慎
一
郎

野
間

　若
菜

姉
川

　光
国

脇
阪

　
　央

脇
阪

　一
代

7172777878797980828285858788909093949495979999104108115115117

井
上

　伸
大

　
　
　

堀
内

　栄
一

井
草

　文
恵

石
川

　
　明

大
理

　富
雄

幸
坂

　和
彦

　
　
　

横
田

　
　睦

越
川

　昌
之

小
谷

　
　優

今
泉

　浩
子

西
本

　直
彦

広
川

　尭
敏

赤
塚

　
　洋

寺
山

　哲
夫

湯
田

　栄
弘

有
賀

　伸
興

宇
佐
美

　通

佐
藤

　寿
雄

千
家

　活
彦

和
田

　邦
光

栗
原

　
　彰

吉
岡

　
　毅

青
木

　敬
三

内
田

　
　寛

佐
藤

　直
人

匿

　
　
　名

12568738082866568697272727373737474747474757576767677

安
藤

　
　仁

河
合

　宏
明

今
井

　
　勉

岡
本

　幸
男

小
澤

　敬
子

小
澤

　彰
一

小
原

　
　勝

柴

　
　賢
悟

木
下

　宗
寛

金
高

　義
幸

加
納

　修
三

小
林

　善
信

齋
藤

　勝
彦

桜
沢

　
　晃

関

　
　昭
裕

長
谷
川
明
久

嶺

　
　勝
美

吉
田

　和
博

及
川

　永
徳

柿
元

　
　彰

越
前

　敏
明

小
俣

　
　章

木
下

　尚
光

松
木
き
よ
み

浜
田

　
　裕

勝
田

　敏
行

長
谷
川

　武

宇
梶

　良
昭

北
村

　文
雄

福
澤

　兼
山

平
塚

　
　泰

86868787878787878889898989898989898990909191919192939495959598

水
落

　憲
吾

石
川

　智
久

河
村

　
　健

中
居

　一
元

菅
野

　嘉
一

杉
山

　浩
子

多
ケ
谷

　亮

佐
藤

　智
則

阿
久
澤
貴
志

櫻
井
康
一
朗

新
山

　直
子

齋
藤

　吉
睦

新
山

　佳
弘

岩
原

　真
代

黒
木

　英
彦

平
澤

　牧
人

松
丸

　貞
宏

五
十
嵐
和
子

井
坂

　幸
佑

辻

　
　正
人

冨
田

　尚
敬

志
津
木

　文

干
場

　安
曇

日
比
野
悌
明

志
水

　
　建

木
村

　壮
宏

小
塩

　宏
之

深
谷

　計
史

林

　
　貴
史

吉
田

　剛
士

若
杉

　
　愛

98999999100100100101102102102103105106106107108109109109109110110112113114114115120120120

香
取

　秀
統

渡
辺

　大
新

橋
本

　良
正

風
見

　光
男

73758184

杉
田
美
智
子

田
口

　
　勝

松
本

　
　尭

917578

　
　

故
・
山
内

　卓

明

　幸
一
郎

7577

香
取

　義
人

匿

　
　
　名

11883

故
・
山
内

　卓

信
戸

　文
也

水
岡
と
し
子

岡
部

　定
征

武
田

　敦
隆

内
藤

　
　健

金
子
ま
す
み

上
田

　重
安

三
木

　洋
介

永
島

　淑
子

756866758297971147576

針
谷

　和
代

田
中

　清
昭

風
見

　光
男

内
田

　純
一

近
藤
富
美
男

松
本

　
　淳

島
田

　幸
治

石
井

　照
三

吉
田

　
　豊

理
事
会
有
志

76778486921001047298

　
　

木
村

　知
躬

三
田
村
道
子

　
　

竹
田

　洋
子

　
　

中
澤

　
　弘

　
　

新
井
さ
き
ほ

7083846658

小
俣

　能
範

　
　
　

秋
田
県
支
部

小
林

　英
夫

塚
田

　完
次

渡
辺

　茂
彦

梶
田

　計
嘉

渋
井

　休
耕

廣
井

　武
司

80推6768696971

〈
　年
　度
　会
　費
　〉
　

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

神
道
研
修
事
務
部

部
長

神
道
研
修
事
務
課
長

総
務
部

部
長

人
事
担
当
部
長

総
務
課
長

人
事
課
長

校
友
課
長

総
合
企
画
部

部
長

次
長

広
報
担
当
次
長
兼
広
報
課
長

入
学
担
当
次
長
兼
入
学
課
長

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
担
当
次
長

兼
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

企
画
課
長

財
務
部

部
長

次
長
兼
管
財
課
長

経
理
課
長

教
学
事
務
部

部
長

大
学
院
担
当
部
長

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

教
務
課
長

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課

教
職
担
当
課
長

大
学
院
事
務
課
長

学
生
事
務
部

学
生
生
活
担
当
次
長

兼
学
生
生
活
課
長

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
次
長

兼
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

国
際
交
流
事
務
部

次
長

国
際
交
流
課
長

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

部
長

研
究
開
発
推
進
機
構
・

図
書
館
担
当
部
長

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

図
書
館
担
当
次
長

兼
図
書
館
事
務
課
長

兼
資
料
室
担
当

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

図
書
館
事
務
課

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

部
長

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

法
人
事
務
局
長

武
智

　浩
二

北
澤

　
　薫

大
久
保
規
志

中
村

　大
介

謡
口

　秀
見

安
西

　晴
美

小
林

　博
毅

田
中

　裕
巳

滝
田

　忠
之

後
藤

　
　匠

原
口

　
　章

鵜
澤

　英
子

人
見

　
　剛

藤
井

　哲
彦

田
中

　
　太

細
島

　洋
紀

村
越

　美
里

仙
北
谷
穂
高

長
谷
川
顕
子

原
田

　佳
昌

松
本

　忠
和

坂
入

　裕
一

石
田

　智
子

前
田

　浩
司

木
村

　
　都

石
山

　昭
彦

茂
木
奈
津
子

及
川

　
　聡

山
口

　輝
幸

堀
内

　弘
行

後
藤

　幸
雄

澤
井

　
　隆

飯
塚

　陽
子

川
畑

　敏
之

安
達

　
　匠

島
村

　昌
利

古
澤

　
　繁

城
所

　俊
哉

宮
城
県
支
部
経
由

三
千
円

茨
城
県
支
部
経
由

二
万
円

五
十
万
円

三
万
円

二
万
円

二
千
円

五
百
八
十
円

一
万
円

五
十
万
円

五
百
八
十
円

一
万
円

二
万
円

一
万
円

五
千
円

三
千
円

二
千
円

八
百
八
十
円

茨
城
県
支
部
経
由

三
千
円

鶴
岡
八
幡
宮
経
由

三
千
円

寒
川
神
社
経
由

三
千
円

新
潟
県
支
部
経
由

三
千
円

奈
良
県
支
部
経
由

六
千
円

本
部
直
納
分

三
千
円

本
部
直
納
分

九
千
円

本
部
直
納
分

二
万
円

三
千
円

本
部
直
納
分

二
万
円

〈
　十
　年
　会
　費
　〉
　

〈
　十
　年
　会
　費
　〉
　 〈  

維  

持  

寄  

付  

金  

〉
　

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉
　

十
万
円

二
万
円

三
万
七
千
円

三
万
円

五
千
円

七
千
円

三
千
円

四
千
円

二
千
円

千
円

一
万
円

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉
　

〈  

維  

持  

寄  

付  

金  

〉
　

　な
お
、こ
の
会
報
と一緒
に

会
費
・
寄
付
金
に
つ
い
て
の

チ
ラ
シ
が
同
封
さ
れ
ま
す
。そ

ち
ら
を
確
認
の
上
、
ご
納
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　既
に
今
年
度
分
の
会
費
が

納
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

青
色
の
寄
付
金
の
依
頼
状
が

同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　  お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
二
月
一
日
〜
令
和

四
年
四
月
三
十
日
納
入
分
ま
で
。

　名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。「
推
」

は
理
事
会
承
認
の
会
員
。（
敬
称
略
）

　皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

た
し
ま
す
。

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

﹇
令
和
三
年
度
納
入
分
﹈

﹇
令
和
四
年
度
納
入
分
﹈

3 初秋号令和４年９月10 日（土）　No.381
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鷹司　尚武

宮野　直生

宮司代務者　鱒沢　知美

宮　司　齋藤秀一郎

西 根 神 社
髙 畑 天 満 宮

〒960-0211　福島市飯坂町湯野字高畑2
電　話　024-542-6474

https://komonsan.jp

垣田　宗彦
善見　壽男

垣田　宗彦
三木　通嗣
久野木啓太

德久　俊彥

権宮司
宮　司

副庁長　永井　承邦
副庁長　藤山　敬廣

永井　康之

名誉宮司　吉田　源彦
宮　　司　間島誉史秀

宮　司　村田　守広

宮　司

工藤　　均

篠田　範雅

https://shinkotonijinja.or.jp

宮城縣護國神社
宮　司　田中於莵彦
権宮司　田中　直彦

〒980-0862　仙台市青葉区青葉城址天守台
電　話　022-223-7255
ＦＡＸ　022-223-7269

宮　司　中麿　輝美

庁　長　坂本　広行

　　　　石田　泰紀
　　　　北山　秀彦

　　　　八剱　　隆
４丁目３番１号

北村　嘉章

金津　泰康

宮　司　面山　浩康

久邇　朝尊

阿部　　憓高麗　文康

小澤　修二平尾　旨明

小佐野 正史滝　　和人河村　基夫

太田　浩司
藤山知之進

物部　明德

久田松 和則福川　義文

https://www.toshogu.net

笠間稲荷神社

笠間稲荷美術館
〒309-1611　笠間市笠間1
電　話　0296-73-0001（代）
F A X   0296-73-0002

宮　司　塙　　東男
権宮司　塙　敬比古

館　長　塙　　東男
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宮　司　薗田　　稔
権宮司　薗田　　建

3

https://www.mitsuminejinja.or.jp

安房國一之宮

土師 幸士宮 司 宮 崎 昌 文

猿　　　盛
猿　　　惇

名誉宮司
宮　　司　清水　　祥彦
名誉宮司　大鳥居　信史
宮　　司　清水　　祥彦

宮 司　丸山  聡一

江馬潤一郎
九條　道成

木下　龍輝

名誉宮司
宮　　司

靖　國　神　社
宮　司　山口　建史
権宮司　村田　信昌名誉宮司　津戸　　最

武相総鎮護 座間神社
宮　司　山本　俊昭

〒252-0027　座間市座間1-3437

宮　司　小澤　修二

慶直
電　話　0250-24-0008
FAX　　0250-24-0088

〒956-0864　新潟市秋葉区新津本町
３丁目14番６号

https://niitsu-horiide.com/

宮 　司　轡 田 勝 嵩
堀出神社新津総鎮護

名誉宮司　藤井　秀弘
宮　　司　藤井　秀嗣

https://www.takase.or.jp

白山本宮　加賀一ノ宮

桑原　宏明

大八州御魂霊地

伊 奈 波 神 社
〒500-8043　岐阜市伊奈波通1-1

電　話　058-262-5151
https://www.inabasan.com

https://tamasaki.org

https://www.ohmiya-hachimangu.or.jp

宮　司　永井　康之

URL   https://www.hachimangu.or.jp

淺 間 神 社

http://asamajinja.jp

URL https://www.gifu-gokoku.com

権宮司　河村　忠伸
宮 　司　河村 基夫

〒151-8557 東京都渋谷区代々木神園町1-1

〒405-0056 山梨県笛吹市一宮町一ノ宮1684
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名誉宮司　中村　　陽
宮　　司　舟橋　雅美

大和国一之宮

高 良 大 社
〒839-0851　久留米市御井町1
電　話　0942-43-4893

宮　司　鍋島　朝寿

信宏

092-921-1010

https://www.kasugataisha.or.jp

令和四年十月 春日若宮 正遷宮

千家 比古権 宮 司

千家　国麿権 宮 司
権 宮 司 千家和比古

千家　尊祐宮　　司
出雲國造

今 山 八 幡 宮
宮 　司　伊藤 俊郁

内海　明紀

名誉宮司　寺井　種伯
宮　　司　寺井　種治

権宮司　西原　秀樹

宮 　司　金子 清作

名誉宮司　岩下　忠佳
宮　　司　岩下　通弘

宮　司　加藤　芳哉
服 部 天 神 宮

甦り　出発の年

宮 　司 阿部 憲之介
〒831-0016　福岡県大川市酒見726-1

宮　司　佐野　安正

宮　司　小野　崇之
権宮司　大久保博範

宮 　司　姫岡　恭彦

https://www.isonokami.jp

HP・https://www.osuwasan.jp

本部　雅裕

宮 﨑 神 宮

兒

https://www.kasuganomori.jp

URL:http://www.hosen-kinder.ac.jp
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中川  岳士
（127神専攻）

電　話　03-3841-7877
ＦＡＸ　03-3841-7120

〒111-0032　東京都台東区浅草2-2-12

理 事 長

國學院大學生活協同組合

管　長　菊池　重敏（85期）

広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

筑波医療福祉専門学校

沼田　義雄理事長

今秋出雲駅伝・全日本大学駅伝出場！　ご声援をお願いします。大学三大駅伝連続出場！　ご声援をお願いします。

（82期文　田辺三千代）

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

〒168-0082　東京都杉並区久我山1-9-1
電　話　03-3334-1151（代表）
https://www.kugayamakai.com

e-mail ayoshiyuki1953@gmail.com

tel 045-481-9361
〒222-0034　横浜市港北区岸根町681

https://www.nippon-bunmei.jp
E-mail info@nippon-bunmei.jp

増田  久美子
森　　伸一

藏重　命弘

（甲斐國一宮淺間神社宮司）

URL  https://www.kgucoop.or.jp

根岸　毅宏　
國學院大學 剣道部剣友会
剣友会 会長 林田　光弘（90期）
剣友会 幹事長 本多　久長（93期）
剣道部 監督 村石　浩行（93期）
https://kokugakuinkendou1892.com

~令和4年に創部130周年を迎えます～

（宗）神道神教神宮並びに
椿森神社祭主兼瑞穂大学院院長
及び亀山神宮合祀祭主

（著書第1巻より第8巻・国会図書館）
國學院大学院友学術振興会会員

〒151-0062　渋谷区元代々木町25-12
　　　電　話　03-3468-5967

祭主神道学博士 雲丹亀　五郎

院 友 会 館
ご利用下さい！
会議・同期会・ゼミ会
お茶会・OB会…etc
ご旅行・ご出張の際に
お気軽にお問い合わせ
ご相談下さい。

TEL．03-3400-7781
FAX．03-3400-7996

会員　金子　千草（75期）　

URL：http://www.satumabiwa.com
TEL/FAX（045）543-0329

　國學院大學では、在学生や院
友の便宜を図るため各種証明書
を一部のコンビニエンスストア
（国内のセブン-イレブン･フ
ァミリーマート･ローソンのマ
ルチコピー機設置店舗）で発行
できるサービスを行っておりま
す。スマートフォンなどの端末

から証明書の発行申請、決済が
でき、キャンパス外から時間の
制限なく、いつでも発行が可能
となります。
　全国の院友の皆さまには、地
元で速やかに証明書発行を受け
ることができます。ぜひご利用
ください。証明書の発行に関す

ることは、國學院大學HPをご
確認ください。（卒業年度によ
り、一部制約があります）

お問合せ先
國學院大學証明書発行ページ
https://www.kokugakuin.
ac.jp/student/mate
rials
をご覧ください。

コンビニでの証明書発行等について

國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（國學院カード担当）
TEL：
Email：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞ 

國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いた
だける協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗につ
いては大学HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させて
いただきます。　※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」HP
QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」
第 27回院友会サロンコンサート
～みんなで楽しく「音がく（楽・学）会～」へ
10組 20名様ご招待！

プレゼントコーナー

★ 宛 　 先 　 

開催日時　 11 月 19日（土）
  14：00～ 15：00
場 所 院友会館　1階ロビー
住 所 東京都渋谷区東 4-12-8
内 容 ピアノリサイタル　　
　　 

〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8
　　　　　　院友会報プレゼント係
★応募方法　 

★締め切り　令和４年10月11日（火）

　

★当選発表　 

新型コロナウイルス感染症拡大のため、開催を見合わせていたサロン
コンサートですが、11 月に 3 年ぶりに開催することが決定いたしま
した。 今号をご覧いただいている方の中から、10組 20名様をご招待
いたします。感染防止対策として全席指定・抽選制でご案内いたしま
す。 ※今後の状況により中止になる可能性がございます。予めご了承
ください。

ハガキ・ファックス・メールに〒・
住所・氏名・電話番号・卒業期・卒
業学科・会員番号（10 桁）・鑑賞希
望人数（１組２名様まで）を記入の
上、お申し込み下さい。

当選発表は招待券の発送をもってか
えさせていただきます。発送は10月
19日頃を予定しております。お申込
みいただきました個人情報は本会で
適切に管理し、本会の事業を遂行す
るために使用させていただきます。

3年ぶりの開催！ 特別ご招待 毎回200 名以上の方が
来場している大人気イベント♪

嬉しいお土産付き！
國學院クッキー

嬉しいお土産付き！
國學院クッキー

令和元年の様子

出演者・演奏曲は決定次第HPで
お知らせいたします。 詳細はHPをご覧ください
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…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金門
部
術
学

図録やミュージアムグッズは配送販売もしています！そ の 他

有栖川宮家・高松宮家の名品と金子皓彦 寄木細工コレクション
國學院大學創立140周年記念 企画展

この度、國學院大學創立 140周年を記念して、両宮家伝来の品々に加え、半世紀にわたり国内
外の寄木細工を収集してこられた世界的コレクターである金子皓彦氏（院友）のコレクション
をご紹介いたします。 近代において世界にインパクトを与えた
日本のきらびやかで精微な近代工芸の数々をご覧ください。

國學院大學博物館の展示をネット上（YouTube）で観覧できるオンライン
ミュージアムを開設しました。ご自宅に居ながら、常設展はもちろん、企画
展も展示内容を解説付きでお楽しみいただけます。

ライティング・ビューロー
（金子皓彦コレクション）
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國學院大亜細亜大 駒澤大 青学大 中央大日本大 勝数 勝点順位 負数 勝率
☆ 東都大学野球 令和4年度 春季１部リーグ 【星取表】☆
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※4位～6位はプレーオフにより順位決定

國學院大・青山学院大・順天堂大・
駒澤大・東洋大・東京国際大・
中央大・創価大・帝京大・法政大

國學院大・駒澤大・青山学院大・
順天堂大・東京国際大・早稲田大・
明治大・中央大
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～全国から声援を送ろう！～　

第34回出雲全日本大学選抜駅伝競走 第54回全日本大学駅伝対校選手権大会大会名
令和４年11月６日（日）日　程

① 第98回箱根駅伝上位10チーム

② 全国各地区学連が選抜する10チーム
③ アイビーリーグ選抜１チーム

（合計21チーム）

シード８チーム

地区予選会枠17チーム/選抜2チーム 
全27チーム

６区間　45.1ｋｍ ８区間　106.8ｋｍコース

13時05分 ８時05分スタート
時間（予定）

フジテレビ系列（13：00～予定） テレビ朝日系列（7：45～予定）放送に
ついて

出雲駅伝（3年連続5回目）・全日本大学駅伝（8年連続10回目）
応援よろしくお願いいたします！！　

お願い

令和４年10月10日（月：祝）

出場校

ライティング・ビューロー

会 期：令和４年8月31日（水）～11月6日（日）
開 館 時 間：10：00～18：00（最終入館は30分前）
会 場：國學院大學博物館　企画展示室
会期中休館日：9/5・9/12・9/26・10/3・10/17・10/24・10/31
お問い合わせ：03-5466-0359

近代工芸の精華近代工芸の精華
國學院大學博物館だより 毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を

紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。

◎博物館ホームページ又は右記のQRコードから ⇒ 

博物館の展示をお家からも！オンラインミュージアムのご案内 オンラインミュージアムのご案内 
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日　時 　令和５年1月28日（土） 14：00～16：00
会　場 　グランドプリンスホテル新高輪「飛天」／
　　　 　東京都港区高輪3-13-1

令和4年度　國學院大學院友大会のお知らせ

一般財団法人 國學院大學院友会

令 和 ４ 年 度
國學院大學

ホームカミングデーのご案内
令和4年度のホームカミングデーは

10 月15日（土） 渋谷キャンパス

にて対面開催で行います。

詳細は同封のチラ詳細は同封のチラシシ・・大学ホーム大学ホーム

ページをご確認ください。
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初秋号 令和４年９月 10 日（土）　No.381 8


